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スローガン 「チーム波佐見」～希望への挑戦～

商業科では６月から７月にかけて、ビジネス計

算実務検定試験、全商簿記実務検定試験、ビジネ

ス文書実務検定試験、ビジネスコミュニケーショ

ン検定試験の最大４つの検定試験に挑戦しました。

生徒によって受験する試験や級も異なりますが、

商業科全体が一丸となり、４週間にわたる検定試

験を無事に終えることができました。

期間内に行われた補習の成果もあり、それぞれ

の検定試験で、何人もの生徒が目標としていた級

の合格を勝ち取ることができました。

商業科 検定試験

７月１９日（水）、１年生を対象に保健講話を行いました。

まず、LGBTQ（性的マイノリティ）の概要、多様な性的指向や性自認について、誰

もが自分らしく生きる権利を持っていることを学びました。次に、ＤＶ（ドメスティッ

ク・バイオレンス）防止に大切な社会的技能を学びました。講話を通して、互いに尊重

し、健康で安全な関係をつくる重要性を、生徒は身近に起こり得る問題として真剣に考

えていました。

保健講話 LGBTQ理解・DV防止

８月 ５日（土）美工科学科説明会

９日（水）平和学習

１０日（木）～１５日（火）学校閉庁日

２２日（火）HTBｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ発表会

２５日（金）登校日学習会

８、９月の主な行事

９月 １日（金）始業式・大掃除

８日（金）体育祭総予行・設営

９日（土）体育祭

１４日（木）1、2年基礎力診断テスト

２１日（木）PTA・母の会理事会

２６日（火）中間考査時間割発表

１年生の「陶芸教育」として、７月６日（木）に陶芸の館・世界の窯広場公園や畑ノ

原登り窯、佐賀県立九州陶磁文化館を訪問しました。観光ボランティアの方から丁寧な

説明を受けながら、実物を目にすることで、生徒たちは窯業に対する理解を深めること

ができました。また、九州陶磁文化館では、展示されている美しく、歴史的な作品を鑑

賞することで、陶芸の魅力を再確認することができました。

今後も「陶芸教育」を通じて生徒たちに、郷土愛、郷土への誇りを育んでいきます。

陶芸教育



展覧会に続いて、福岡市で行われた進学相談会に参加しました。美術系大学や専門学

校での学習内容や入試の状況について、各ブースで説明を受けました。生徒たちは積極

的に質問を行い、自分がこれからするべきことを具体的に考えることができました。

アート・デザイン系進学相談会

７月１１日（火）、第１０５回全国高校野球選手権記念長崎大会の初戦は島原農業高

校、９対２（８回コールド）で勝利しました。そして、７月１４日（金）の２回戦では

総科大附属高校と対戦。波佐見高校の生徒・職員が長崎ビッグNスタジアムに集まりま

した。２対３で敗れましたが、一球一球、声を合わせて声援を送りました。

これまで野球一筋に打ち込んできた３年生の皆さん、お疲れさまでした。

これからは、それぞれぞ進路実現に向けて頑張ってください！

全国高等学校野球選手権記念長崎大会

ドローン講座
７月２１日（金）、２５日（火）の２日間、ドローンを用いて野々川郷、平野郷、長

野郷の撮影を行いました。ドローン講座で学んだ操作技術を生かして、生徒は落ち着い

て撮影に臨みました。今後もドローンの操作技術を向上させて、将来は波佐見高校や波

佐見町のＰＲ動画を撮ることを目標としています。

７月２６日（水）、美術・工芸科は福岡市博物館で開催された「鈴木敏夫とジブリ

展」を鑑賞しに行きました。生徒たちは、楽しむだけでなく、今後の創作活動につなが

る刺激を受けることができました。

展覧会見学


